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研究成果の概要（和文）：本研究の結果，視覚障害者とともに活動できる実践フィールドについ

て新たに森林総合研究所多摩森林科学園を開拓し，視覚障害者を含む参加者に対する評価手法

としてインタビューとビデオ行動解析が有効であること実証した。過去 10 年に実施された森

林 ESD プログラムについて視覚を除く四感ごとに活動を分類し，森林の立体把握を取り上げ

た活動が不足していることが分かった。そこで，今回ツリークライミングの手法を活用し，視

覚障害者の樹上移動技能，樹上での森林立体把握手法について実践しその効果を確認した。 
 
研究成果の概要（英文）： We were able to develop a new site, Tama Forest Research 
Center in Tokyo as one of the new practice areas besides our former site mainly 
developed in Matsuyama, Ehime for the last ten years. Research methods such as 
interviews to the participants and video analysis on participant’s behavior were the 
most effective analysis methods to expose the results of Forest-ESD. As we categorized 
the past activities of Forest-ESD, activities to recognized the 3D-structure of the forest 
was lacking. Therefore we adopted the Tree Climbing techniques to take the visually 
impaired up to the forest canopy to realize the 3D structure of a tree and the forest. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 5,900,000 1,770,000 7,670,000 

２０１０年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

２０１１年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

年度  

  年度  

総 計 12,100,000 3,630,000 15,730,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育 
キーワード：環境教育・ESD・森林教育 
 
１．研究開始当初の背景 
 森林は木材の供給，生態系および生活環境
の保全，保健休養機能の提供など多様な役割
を担っている資源であり，今後の持続可能な
社会づくりのために必要不可欠な存在であ
ると言える。本研究で新たに提唱する「森林
ESD」は近年，地球温暖化・砂漠化・酸性雨

など様々な環境問題が深刻化する中，森林が
地球環境に果す多様な役割について学ぶ機
会を提供し，体験者が生活意識を変革する機
会を提供することもできる。森林 ESD を体
験する機会は，持続可能な社会をつくるとい
う観点から，社会を構成するすべての人に平
等に提供されるべきものであるが，これまで
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実践されてきた「森林教育」の多くは，健常
者を対象としたものがほとんどであり，障害
者や高齢者に向けた体験機会は決して多い
とは言えない。要因として，学習の場となる
森林のユニバーサルな整備の遅れというハ
ード面の問題と，企画内容や実践者の不足な
どのソフト面の問題がある。ハード面につい
ては，林野庁が森林総合利用施設におけるユ
ニバーサルデザインについて提唱している
(林野庁森林総合利用対策室 1999; 太田ら 
2001)。しかし，ユニバーサルデザインに基
づいて整備を進めている施設は非常に限ら
れている。ソフト面については，日本自然保
護協会により障害者との自然観察を進めて
いく上で指導者に必要な基礎知識や具体的
な方法が提示されている (日本自然保護協会 
1998)。しかし，申請者がこれまで国内外の
環境教育実践者に対して行ってきた調査で
は，障害者を対象として展開している実践者
は極めて少ない。 
 
 申請者はこれまで，障害者の中でも視覚障
害者に着目し，視覚障害者とその家族さらに
複数の盲学校教師に聞き取り調査を行って
おり，視覚障害者が森林へ出向いて活動する
機会が他の障害者に比べてとりわけ少ない
ことが分かっている。特に，視覚障害者は幼
少時代，とくに学校教育で，森林環境と触れ
る機会に乏しい。視覚障害児（者）の理科教
育では，光学顕微鏡（細胞）の世界と生物集
団（森林・湖沼・自然の景観など）は，主と
して視覚で把握する世界であり，手で触れら
れる対象ではないため，把握することが難し
いとされてきた（文部省，1986）。このため，
盲学校などでは従来，木材の細胞や森林を授
業で取りあげるのは困難であるとして敬遠
されてきたと考えられる。視覚障害者にとっ
ては，就学段階から森林と接して学ぶ機会が
必要とされている。 
 以上のことから，ハード・ソフトの両面か
ら障害者と共に学ぶことのできる森林 ESD
は大幅に遅れており，今こそ汎用性の高い実
践プログラム開発とその普及が必要とされ
ている。 
（引用文献） 
・ 林野庁森林総合利用対策室（1999）森林

総合利用施設におけるユニバーサルデザ
イン手法のガイドライン−森林総合利用
施設におけるユニバーサルデザイン手法
検討会報告書−. 林野庁, 東京, 68 pp. 

・ 太田猛彦（2001）森林総合利用施設にお
けるユニバーサルデザイン手法のガイド
ライン作成委員会 

・ 林野庁（2001）森のユニバーサルデザイ
ン−自然を生かす 人を生かす−. 日本林
業調査会, 東京, 245 pp. 

・ 日本自然保護協会（1998）ネイチャー・

フィーリング−からだの不自由な人たち
との自然観察. 平凡社, 東京, 352 pp. 

・ 文部省（1986）観察と実験の指導．慶応
通信，東京， 147 pp． 

 
２．研究の目的 
（１）本申請研究に先立ち，過去二期 6 年間
にわたって，視覚障害者に着目した森林教育
を実践的に研究してきた。「視覚障害者向け
森林環境学習教材の開発と野外教育の実践
的研究」（若手研究（Ｂ）H15-H17 年度）で
は，前述の諸問題を打破することを目指し，
主として，障害者そして健常者が分け隔てな
く学ぶための教材を開発し，教材を使用した
森林環境教育の実践をとおして体験学習プ
ログラムを開発した。さらに，「森林環境教
育における学習教材・プログラムの開発と視
覚障害者からの指導者育成」（基盤研究（Ｃ）
H18-H20 年度）では，教材の充実とさらな
るプログラムの開発に加えて，視覚障害者を
指導者として起用した森林学習プログラム
を試行した。 
 平成 13年から 8年の間に実施した 18回の
実践研究を通して開発した教材・プログラム
は，視覚障害者，晴眼者（健常者）双方の森
林に対する学びと日常生活における環境に
配慮する姿勢や心理に大きな影響を与え，当
事者どうしの相互理解をも促進することが
明らかになった。また，森林が持つ多面性と
多機能性を生かした視覚障害者向け教材開
発について一定の成果をあげることができ
た。ただし，学習効果が参加者の行動様式や
ライフスタイルの変革にまで及んでいるか
を評価する手法が確立できていない。また，
視覚障害者の特徴を生かし，視覚障害者を指
導者として起用する学習プログラムの開発
については，さらなる研究開発を続ける必要
がある。研究では，全国の森林教育実践者の
多くが視覚障害者とともに活動を展開する
ことに躊躇していることも明らかになった。
これまで開発した教材をより多くの実践者
に活用してもらうためには，愛媛に留まらず
広く国内外の森林教育実践者が身近に実践
活動に触れて，持続可能な社会づくりに果た
す障害者対応プログラムの効果について実
感する機会を増やす必要がある。以上の点を
踏まえ，本研究では，今後三年の間に１）主
として国内における視覚障害者に対応した
森林 ESD のニーズとハード・ソフト両面の
実施環境の問題とポテンシャルを調査し，
２）実践を通じて森林 ESD 教材・プログラ
ムの効果を評価する手法を開発し，３）視覚
障害者と協働して展開する森林 ESD モデル
を構築したうえで，４）開発したモデルを国
内外に広く普及することを目的とした。 
 
（２）本研究の特色は、第一に，これまで対



 

 

策が遅れていた障害者対応の森林 ESD を取
りあげ，その早急な解決に向けて具体的な教
材・プログラムの開発と研究活動と同時に社
会に具体的な実践事例を普及することに特
徴がある。森林 ESD に関連した視覚障害者
を対象とした他の数少ない事例では，視覚障
害者にサービスを提供することに留まって
いる。本研究では，視覚障害者が森林 ESD
の指導者として展開するプログラムを開発
する点が特色として挙げられる。同時に，視
覚障害者の観察手法の特徴（個性）を研究す
ることにより新たな価値を創造するバリア
バリュー（赤池，2008）の観点から，森林科
学・教育分野において新しい研究・教育手法
を開拓できる可能性がある。さらに，この研
究を契機に森林科学・教育分野において視覚
障害者の新たな社会進出の場が新たに開拓
されることも期待できる。 
 第二に，本研究は，この樹木年輪教材を開
発し，使用することに特徴がある。樹木年輪
の幅などの情報からは過去から現在までの
気候の変化や樹木に対する大気汚染の影響
など，地球環境の変化の歴史を引き出すこと
でき，森林学習教材として最も優れた道具の
一つである。樹木年輪年代学において，樹木
年輪の教育的側面を取り上げ，その教育法の
開発やその効果の評価を行う学問分野は世
界的に見て，体系づけられてない。本研究で
は新たな学問分野として樹木年輪教育学
（Dendro-pedagogy）を体系づけようとする
ものである。 
 第三に，今回開発する学習教材は障害者に
のみ適用するのではなく，健常者と共に学習
できる内容を目指している点に特色がある。
このことは，障害者と健常者間の相互理解を
深めるためにも重要な役割を果たすことが
できることから，本研究は社会に大きく貢献
することが期待される。特に，障害者，晴眼
者（健常者）双方にとって障害をデメリット
としてとらえることなく，社会に革新的な視
点を提供することのできるメリットとして
とらえる発想の転換を促す事ができる。 
 
（引用文献） 
・ 赤池学（2008）「バリアバリュー」とい

う感性価値の発信．ダイアログ・イン・
ザ・ダーク・タオル・プレスリリース，
NPO 法人ダイアログ・イン・ザ・ダーク・
ジャパン，リンク：
http://www.dialoginthedark.com/ 

 
３．研究の方法 
 本研究では，平成 21 年度〜22 年度の間に
１）主として国内（主として，岩手，東京，
山梨，愛知，愛媛，鹿児島）における視覚障
害者に対応した森林 ESD のニーズとハード・
ソフト両面の実施環境の問題とポテンシャ

ルを調査し，２）実践を通じて森林 ESD 教材・
プログラムの効果について評価する手法を
開発し，３）視覚障害者と協働して展開する
森林 ESD モデルを構築したうえで，４）開発
したモデルを国内外に広く普及することを
目的とする。なお，開発する視覚障害者対応
型森林 ESD プログラムは，視覚障害者を実践
者とする形式と視覚障害者を参加者として
迎える二つの形式を設定する。 
 本研究では，視覚障害者との協働により展
開する森林 ESDから立証する効果として，１）
森林の持つ多面性・多機能性・持続性の理解，
２）心理効果（自信につながる達成感，障害
者・健常者間の相互理解など），３）持続可
能な社会づくりにつながる生活様式の変革
への持続的効果を対象とした。 
 本研究の国内対象地域をカバーするのに
必要な研究体制として，各地域を担当するこ
とのできる研究分担者，連携研究者を揃えて
おり，物理的な位置関係を網羅するのに必要
かつ十分な研究体制を構築している。さらに，
今回の研究構成メンバーは 5年前より関連学
会において森林教育に関連した意見交換を
行ってきており，本研究を遂行するのに必要
な当事者間の専門性を生かした組織体制を
取っている。 
  
 前述の目的を達成するため，以下に示す概
略に沿って研究を行った。 
 視覚障害者に対応した森林 ESDのニーズと
実施環境に関する調査 
（１）視覚障害者対応型森林 ESD に関係者に
対する聞き取り調査 
（２）分担・連携研究者の活動地域における
実施環境調査 
（３）分担・連携研究者の活動地域外の国内
外先進事例調査。 
 
森林 ESD 教材・プログラムの評価手法の開発 
（１）視覚障害者対応森林 ESD 教材・プログ
ラムの開発と試行 
（２）視覚障害者対応森林 ESD 教材・プログ
ラムの評価手法の開発 
 
視覚障害者と協働して展開する森林 ESDモデ
ルを構築 
（１）視覚障害者対応森林 ESD の指導者育成
プログラムの開発 
（２）森林 ESD プログラムの実証 
（３）視覚障害者対応森林 ESD モデルの構築 
 
森林 ESD モデルの国内外への普及 
（１）視覚障害者対応森林 ESD モデルの公表 
（２）アジア・アフリカ地域をターゲットに
した普及活動 
 
 



 

 

４．研究成果 
（１）平成 21 年度 
 研究では，国内（主として，岩手，東京，
山梨，愛知，愛媛，鹿児島）における視覚障
害者に対応した森林 ESD のニーズとハード・
ソフト両面の実施環境の問題とポテンシャ
ルを調査した。具体的には，各地域の視覚障
害者に関する情報（人数，関連団体）などを
調査，それぞれの地域に適した視覚障害者に
対応した森林体験用教材の収集などを行っ
た。その結果，視覚障害者の人数，団体数や
連携可能性などについて地方ごとに大きく
異なる状況があることが分かった。教材につ
いては，全国で共通して使用できると想定さ
れる内容を揃え，研究者間で共通して所持し
今後プログラム・教材開発に反映させること
となった。海外においては，アメリカ合衆国
とモザンビークにおいて，森林教育と一般教
育における視覚障害者への対応と活動事例
についての調査を行った。両国とも視覚障害
者に対応した教育を展開しているが，視覚障
害者自らが体験指導者として活躍する事例
は見られなかった。 
 
（２）平成 22 年度 
平成 22 年度は，国内（主として，岩手，東
京，山梨，愛知，愛媛，鹿児島）における視
覚障害者に対応した森林 ESDのニーズとハー
ド・ソフト両面の実施環境の問題とポテンシ
ャルを調査として，全国視覚障害理科教育研
究会で成果発表を行うとともに，参加盲学校
教員から盲学校における森林教育の実態に
ついて聞き取り調査を行った。さらに，森林
総合研究所・多摩森林科学園，および愛媛県
ひめ銀の森にて試験的に実践を行い視覚障
害者の林内徒歩能力，観察能力さらには，指
導者スキルについて調査・検討を行った。さ
らに，新たな森林 ESD モデルとしてツリーク
ライミングを取り上げ，資格認定団体での調
査および実施に必要な教材とスキルについ
て調査研究を行った。 
 
（３）平成 23 年度 
平成 23 年度は，国内（主として，岩手，東
京，山梨，愛知，愛媛，鹿児島）における視
覚障害者に対応した森林 ESDのニーズとハー
ド・ソフト両面の実施環境の問題とポテンシ
ャルを調査として，広島県立盲学校で開催さ
れた視覚障害者対象理科教育イベント「科学
へジャンプ」，東京で開催された「なるほど
五感ラウンジ」にて成果発表を行うと共に，
参加盲学校教員から盲学校における森林教
育の実態について聞き取り調査を行った。さ
らに，森林総合研究所・多摩森林科学園，お
よび愛媛大学にて試験的に実践を行い視覚
障害者の林内徒歩能力，観察能力さらには，
指導者スキルについて調査・検討を行った。

平成 22 年度に開始したツリークライミング
プログラムについても実践研究を行った。 
 
 研究機関を通じて我々の研究は，視覚障害
者とともに活動できる実践フィールドにつ
いて新たに森林総合研究所多摩森林科学園
を開拓し，視覚障害者を含む参加者に対する
評価手法としてインタビューとビデオ行動
解析が有効であること実証した。森林 ESD
モデルについては，2001 年から開発してき
た森林 ESD プログラムの実施内容について
視覚を除く四感ごとに分類した結果，森林を
立体的に把握する活動が視覚障害者との活
動に不足していることが明らかになった。そ
こで，今回新たにロープワークを駆使して自
らの力で樹上に移動できるツリークライミ
ングの手法を活用し，視覚障害者の樹上移動
技能の習得方法，樹上での森林立体把握の傾
向について分析し，視覚障害者が森林を立体
的に把握する効果を確認した。 
 
５．主な発表論文等 
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